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胃癌予防におけるHelicobacter pylori除菌治療の医療経済効果

田邊裕貴, 渡 二郎, 山村賢司, 高後 裕
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ﾖ旭川医科大学病院光学医療診療部４旭川医科大学病院事務部経営企画課経営戦略係

胃癌予防におけるＨｅ"cobacｵerpy1o〃除菌治療の医療経済効果

旭川医科大学病院でＤＰＣが開始された２００４年４月から２００７年２月までに内科学講座又は外科学講座に入

院した胃癌患者を、病名コード060020をキーとして抽出した。のべ326名を検討対象とした。入院日数と単

価から一人あたりの治療費を算定して、一回の入院にかかる費用を比較した。一日あたりの単価は52,835円

で平均在院日数は１９１日となり、入院一回あたりの費用は1,007,436円であった（図ｌａ)。手術を行った患者
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胃癌はＨな"cO6acｫeγ”ｊ０γ（Ｈ”/0γj）感染に起因する慢性炎症を背景として発生することが示され、H

pyj077感染が胃癌発症のリスクファクターであることが明らかとなってきた')。除菌治療が発癌予防のストラ

テジーと提唱され、予防効果を確かめるために介入試‘験の必要性がうたわれた2)。本邦のＵｅｍｕｒａらが早期胃

癌症例の内視鏡治療患者を対象とした胃癌発癌の経過観察を行い、除菌による胃癌の発育進展抑制効果を報告

した3）。その報告を皮切りに世界中で大規模な介入試験が試みられた4)'0)。それぞれの報告は結果が異なり、

発癌予防のための除菌治療は、除菌時期やその対象について更に詳細な検討が必要である。

本邦の保険診療では2003年４月から診断群分類包括評価方式（DPC;DiagnosisProcedureCombination）

が導入され、効率的で質の高い医療を提供する体制を整えている。胃癌の治療に対してもＤＰＣが適応され、

治療にかかるコストが明瞭な情報として提示されるようになった。そこで、胃癌患者一人に対する医療費を算

定して胃癌治療費を求めた。次に、Ｈ”んγj除菌に関係する診断・治療費用を試算した◎除菌治療で得られ

る胃癌抑制効果を検討した報告をレビューし、医療経済的な利益を算定することを試みた。

‐

【1.ＤＰＣから算定した胃癌治療費】
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‐手術あり手術なし計
胃全摘術胃切除術内視鏡切除術

図１．胃癌治療費の比較

旭川医科大学病院に入院した患者の診療報酬額を集計した。一回の入院にかかる費用は全体では１００．７万円で手術症例は

112.4万円であった（図１a)。手術症例別に比較すると胃全摘術胃切除術内視鏡切除術の順に治療費は減少した（図１b)。
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